
本研究では，宮城県に

最適な校務支援システム

と，導入に向けた取組を

「みやぎモデル」として

まとめました。

これは，全国の各

教育委員会が作成し

た教員の勤務負担軽

減に関する調査書や

実践事例の一部です。

ほとんどの教育委員

会が，児童生徒と向

き合う時間の確保を

目的の一つとして挙

げています。

学習指導要領の理

念である「生きる

力」の育成を実現さ

せていく点からも，

学校では児童生徒と

向き合う時間を確保

することが求められ

ています。

子どもと向き合う時間
を確保しながら、形式に
とらわれず、役に立つ研
究となるよう見直しを進
めていく必要があります。
（岩手県）

学校や教職員に求められる業務
が増えており、教材研究の時間や
子どもと向き合う時間を十分に取
れていないという状況があります。
（栃木県）

教師が心にゆとりをもって、子どもとじっくり
向き合うことができる教育の実現に向け、学校・
家庭・地域が一緒になって、教師の負担感・多忙
感を軽減するための環境づくりを進めることが必
要です。（山形県）

①組織体制の改善②教職員の働き方の改革
③業務の効率化④学校支援体制の改善の４つ
の視点から，研究を深め，それぞれ子どもと
向き合う時間の確保につながる貴重な成果を
あげています。（岡山県）

直接子どもを指導する業務以外の事務処理等
を事務室に集めるとともに、教諭をサポートす
る事務処理専門の非常勤職員（退職職員等）を
導入します。（熊本県）

教員の勤務負担軽減に関する教育委員会における取組（文部科学省,2010）より

校務負担を軽減する一つの方法として，校務

の情報化の取組が各自治体で進められています。

その中でも先進的な実践事例として，校務支援

システムを導入した取組が注目されています。

熊本県では教員が生徒と向き合う時間が１日当

たり30分以上増加したとしています。
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今，児童生徒と向き合う時間を確保することが求められています。

校務の情報化を推進することで，事務的な校務が効率化されます。

宮城県に最適な校務支援システムと，導入に向けた取組をまとめました。

社会環境が急激に変化する中で，学校が抱える課題も増加しており，解決するためには

教員が児童生徒と向き合う時間を十分に確保することが求められています。
本研究は宮城県の公立学校における校務処理の現状を把握し，情報の一元管理と活用を

目指した「みやぎモデル」を提言することで，校務の軽減と効率化を図り，児童生徒と向
き合う時間を確保することを目指します。

ネットワークで共有

児童生徒と向き合う時間が
１日当たり30分以上増加
児童生徒と向き合う時間が
１日当たり30分以上増加

みやぎモデルへ

校務支援
システム

指導要録 調査書 学校日誌

児童生徒に対する生活
指導や相談などの児童生
徒に直接関わる業務につ
いては負担に感じないと
いう回答が多くなってい
ます。（宮城県）

熊本県の取組より

24

文書の電子化

教員が子どもと向き合う時間を一層確保できる
よう，授業支援や環境整備などのボランティアを
行う人材を派遣しています。（北海道）



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

情報の一元管理と活用を目指した「みやぎモデル」 
平成24年度 宮城県教育研修センター 

専門研究 情報教育研究グループ 

   安定的な運用体制の構築 

     宮城県版校務支援システムを安定的に運用するために，学校と教育

委員会が取り組むべき内容をまとめました。教育委員会は「校務支援

システム導入検討委員会の設置」や「各種研修会の実施」，学校では「校

内体制の検討」などについて，導入から運用に向けたモデルを示して

います。 

安全に運用するための対策 

 「みやぎモデル」で扱う個人情報を含めた電子データを安全に管理す

るため，教育委員会，学校，教員が遵守すべき事柄をまとめました。教

育委員会においてはインフラ整備，学校ではUSBメモリの使用制限，教

員は「教員用個人フォルダ」へのデータ保存など，それぞれの立場で取

り組むべき内容を示しています。 

【校内での活用効果】 

宮城県版校務支援システムを活用することで，

作成された文章や数値の転記作業が大幅に削減さ

れます。例えば，出欠に関する情報は出席簿に記

入された後，「職員室黒板」「学校日誌」「保健日誌」

「成績一覧表」「通知票」「指導要録」などに教員

が転記していましたが，電子化されたデータが各

種帳票に自動転記されるため，転記にかかる作業

時間はなくなり，転記ミスの心配もなくなります。 

校務支援システムの機能 

【児童生徒情報管理】 

○出席簿 

○各種名簿作成 

○児童生徒情報共有 

○成績管理 

・指導要録 ・調査書 

・通知票 ・個人カルテ 

【保健管理】 

○健康診断票 

○保健日誌 

○各種統計 

○受診通知書 

【連絡管理】 
○掲示板 

○会議室 

○個人連絡 

○回覧板 

○簡易アンケート 

○文書フォルダ 

○教員用個人フォルダ 

【校務管理】 

○学校日誌 

○時間割 

○時数・週案 

○行事予定 

○出張 

○会計 

【校種を超えた活用効果】 

宮城県版校務支援システムの利用で，指導要録や

調査書，健康診断票といった進学や転校時に必要な

書類を電子データとして送付することが可能となり

ます。また，県内で統一した校務処理が可能となる

ため，教員は人事異動で転任した先でもシステムを

学び直すことなく校務を行えるようになります。さ

らに，導入初年度の負担感の増加や，費用面での課

題にも対応することが可能となります。 

個人情報の管理も 

これで大丈夫だね！ 

安心して使うことが 

できそうだね！ 

校種を超えたデータ連携 

県内で統一した宮城県版校務支援システムを使

用することで，異なる校種間のデータ連携が容易

となることから，校種を超えた活用が可能となり

ます。これまでは，教育委員会が作成した「学齢

簿」を基に名簿として電子化し，それに出欠情報

や成績情報，活動状況を蓄積していくことで指導

要録や調査書，健康診断票を作成し，紙媒体で進

学先に送付してきました。これを電子化されたデ

ータとして進学先へ送ることで，年度末や年度始

めの校務負担を大幅に軽減することができます。

転校に関する手続きも同様で，宮城県内であれば

システム上での転校の処理が可能となります。 

児童生徒情報管理 保健管理 

連絡管理 校務管理 

高等学校 

中 学 校 

小 学 校 

学齢簿 

校務支援システムの機能 

学校 

教育 

委員会 

業者 

教員 教育委員会 
学校 

人的な体制と役割 

安定的な運用体制の構築 安全に運用するための対策 

宮城県版校務支援システム 

全ての学校で共通のシステムを利用 

セキュリティ対策 

校種を超えたデータ連携 

 
 
「みやぎモデル」は「小学校，中学校及び高等学校において統一した宮城県版校務支援システ

ムを使用し，電子データがネットワークを介して複数の学校で効果的に活用されている姿」で，

「宮城県版校務支援システム」「人的な体制と役割」「セキュリティ対策」から構成されます。 

「みやぎモデル」とは 
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平成24年度情報教育研究グループ

専門研究員 宮城県古川高等学校 佐藤 淳

岩沼市立岩沼北中学校 鈴木 裕

角田市立角田中学校 伊藤 進

指導主事 情報教育班 大髙 和義

情報教育班 鹿野田忠之

情報教育班 日野口 香

職員室黒板

指導要録

成績一覧表

保健日誌

宮城県版校務支援システム

自動転記による
効率化

出席簿

学校日誌

通知票

指導要録 各種報告書

保健日誌

担当者による
転記作業

学級担任が教室で出

欠簿に記入した後，学

校日誌や保健日誌など

様々な書類へ担当者ご

とに転記しています。

携帯端末やパ

ソコンに入力す

ることで，各種

書類へ自動転記

されます。

通知票

高等学校

中学校

STEP1
導入検討段階

STEP2
導入段階

STEP3
活用段階

STEP2
導入段階

STEP3
活用段階

STEP1
導入検討段階

STEP1
導入検討段階

STEP2
導入段階

STEP3
活用段階

小学校

「みやぎモデル」で想定する宮城県版校務支援システムは，県内全ての学校に導入することで，最大限に効果
を発揮します。そのため，校種毎に段階的かつ計画的に導入することを提言します。

2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年年度

校務支援システムの導入で校務処理が効率化されます。

全ての学校に校務支援システムを導入することを提言します。

教室で記入 教室で入力 職員室で入力

部活動指導学習相談

放課後など

の空いた時間

を児童生徒の

指導に使うこ

とができるよ

うになります。

システム導入後これまで

放課後は…学校日誌


